
 

２．アクションプラン実施 

2016年 8月～1０月末 

アクションプラン活動報告会 

「リプトン サステナビリティ大賞」授賞式 

 

 

 

 

２０１６年１２月２０日 
 

ユニリーバ・ジャパン（本社：東京都目黒区）が展開する紅茶ブランド「リプトン」は、こども国連環境会議推進協会（以下、こども

国連）及びレインフォレスト・アライアンスと連携した、次世代を担う中高生が主役になって「食」の現実と課題について考えるワークショッ

プ、リプトン×こども国連「サステナビリティ大使ワークショップ」の活動報告会を開催し、「リプトンが大切にしていること」を基準に設定し

た５つの賞の授賞式、および参加者全員に「リプトン公式サステナビリティ大使認定証」の授与式を行いました。 

 

ユニリーバは、「環境負荷を減らし、社会に貢献しながら、ビジネスを成長させる」というビジョンの下、ブランド戦略の根幹にサステナビリ

ティを組み込んでいます。ユニリーバの数あるブランドの中でも、リプトンはサステナビリティへの取り組みが最も進んでいるブランドの一つで

す。「リプトンティーバッグ」では、森林の保護や野生動物との共生など、100 項目にわたる厳しい基準をクリアした茶園だけに与えられる

レインフォレスト・アライアンス認証の茶葉を全世界で 100％使用しています。さらに 2015 年 11 月 1 日からは、リプトンを製造する自

社工場や本社、ティーハウスを含む、日本国内の全事業所で 100％自然エネルギーを使用しています*。 

 

そんな中、リプトンのサステナビリティに関する初のワークショップでは、ティーバッグを題材として「食」の現実や課題を学んだ後、自らが

関心のある「食の課題」を設定し、各個人またはチームでアクションプランを立案。ワークショップ後には、実際にそのアクションプランを３ヶ

月間実施し、幅広い波及を実現しました。世界のリプトンブランドでも日本が初めての取り組みとなったリプトン×こども国連「サステナビリ

ティ大使ワークショップ」に参加した中高生は「自分が飲んだ紅茶の一口には無数の工程を経ていて、無数の人々の手が加わって出来

上がっているということに感動した」「座学で考えるだけでなく、実際に多くの人を巻き込んでアクションしなくてはいけないのは大変だったけ

れど、その分、自分の糧になりました」とコメントしています。 

 

リプトンは「サステナビリティ」に対して強い信念を持つブランドとして、今まで継続的に行っている製品やマーケティングを通じての貢献以

外にも、より直接的に社会へ貢献できる次世代の未来に向けての教育に関わりたいとずっと願ってまいりましたが、今回まさに思い描いて

いた願いを実現することができました。リプトンは、今後も若い世代が「食を通じた環境への配慮」について学び、「食の課題」を自分ゴト

として考え、より良い未来のためにアクションを起こすきっかけを提供していきます。    

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

【プレスリリース】 

報道関係各位 

１．ワークショップ開催 

２016年 7月 24日・31日 

リプトン×こども国連「サステナビリティ大使ワークショップ」実施レポート 

中高生が「食」の課題を学び、自ら考えたアクションプランの３ヶ月間の成果を発表 

大賞は、「日本の飢餓」の問題に取り組んだ中学生 3名が受賞 

リプトンのサステナビリティへの 

取り組み事例を通じたワークショップ 

8 月～11月までのアクションプラン立案 

アクションプラン実施 

 

３．活動報告会／授賞式 

2016年 11月 27日 

■実施内容    



 

活動チーム名 「food moVing On」 

氏名：桑原健さん、仙石真心さん、芳澤円優さん（お茶の水女子大学附属中学校） 

課題：日本にも飢餓がある。～食の大量廃棄の一方で６人に１人の子どもが温かい食事を取れない現状～ 
 

評価コメント：リプトンが大切にしていることすべてをアクションプランで実施したのはもちろんのこと、プランを実行するだけでなくアク

ションを起こす中で次のアクションを見出し、さらにそれを実行するというアクションの連鎖を成し遂げた点での行動力、学校やNPO

団体、行政機関などさまざまな人を巻き込んでアクションを実行した高い影響力が受賞につながりました。 

北島 敬之（きたじま たかゆき） 

ユニリーバ・ジャパン・ホールディングス株式会社 代表取締役 

ユニリーバは「サステナビリティ」を単なる CSR 活動ではなく、ビジネスモデルに組み込んでいる会社であり、それはすなわちビジネス上でのオペレーションであったり、

マーケティングのコミュニケーションであったり、会社が行う全てのことにサステナビリティという要素が組み込まれているということです。そのため、「サステナビリティ」とい

う大きな傘の下、会社単位でもブランド単位でも継続的にサステナビリティに関する活動を行っていき、100％再生エネルギー使用などビジネスのオペレーション

上での改善や、「ユニリーバ・フューチャー・リーダーズ・スクール」を通じての次世代に向けての教育など、今後も幅広く取り組んでいきたいと思っております。 

 

 

 

 

 

井澤 友郭（いざわ ともひろ）氏 

こども国連環境会議推進協会 事務局長 

「サステナビリティ」をテーマにしたワークショップは、ESD（持続発展教育）の10年が始まった 2005年から数多く開催していますが、今回のように中高生が自分た

ちで考えたアクションプランを自分たち自身で実現するというプログラムは、決して多くありません。特に今回は、「1 人でコツコツ」ではなく「他者を巻き込む」アクションを

重視していたので、多くの中高生にとってハードルの高いプログラムでした。しかし、「チャンレジ」「ひらめき」「貢献」「ポジティブ」というキーワードを大切にしているリプトン

ブランドとプログラムを共同開発できたからこそ、3 ヶ月の活動の中で問題にぶつかっても諦めず、最後まで前向きに高い目標に勇気を持ってチャレンジしつづけた 

活動を多く生み出すことができたと考えています。 

 

 

 

 

ポジティブ賞 

平田千畝さん、平田百甫さん 

チャレンジ賞 

浦田 優奈さん 

ユニリーバ・フューチャー・ 
リーダーズ・スクール賞 
松本 薫乃さん 

島田 由香（しまだ ゆか） 

ユニリーバ・ジャパン・ホールディングス株式会社 取締役 人事総務本部長 

総じてクオリティの高さに感動しました。プレゼンテーションのスキルだけではなく、なによりもすごいのが自ら社会にある世界的な課題に興味を持ち、熱意を持って

いるからこそ自分たちで考えて試行錯誤を繰り返しながら着実にアクションを起こした、その内省力や行動力、そしてチャレンジしていくマインドセットだと思いまし

た。それらのマインドセットは本当に社会人にも全く引けをとらないと思いましたし、改めて「パッションを持つ」ということの大事さを実感させてくれました。 

 

CO2削減について 

評価コメント：学校外で学んだことを校

内で伝える活動を初めて実現させました。

別々の活動でも、同じ学校に同じ時期に

働きかけたことで相乗効果があったと見ら

れるため、二人に賞が授与されました。 

■受賞者紹介 

「サステナビリティ大使賞」     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■審査員コメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*日本国内の全事業所で使用する電力約 600 万 kWh 分を、グリーン電力証書を利用して 100％自然エネルギーに切替。使用電力量は 2014 年実績に基づき算出。 

活動報告会では、アクションプランを実行した参加者全員に 

「リプトン サステナビリティ大使」の公式認定証 を進呈しました。 

貢献賞 

羽金 結衣さん 

ひらめき賞 

末廣 大登さん 

【詳細はこちら】 

リプトン公式サイト http://brand.lipton.jp/sustainability/workshop/   *1 月頃更新予定 

【一般のお客様からのお問い合わせ】 

お客様相談室フリーダイアル Tel: 0120-238-827 ＊営業時間 9:00～17:00 土・日・祝日・年末年始休暇を除く 

【報道関係者からのお問い合わせ】 

リプトン PR 事務局 （ブルーカレント・ジャパン株式会社内） 酒井・山下・平野・芳賀 

Tel：03-6204-4143  Fax：03-6204-4142  Mail：lipton@bluecurrentgroup.com 

農業における 

環境問題・労働問題 

評価コメント：個人での活動にもかか

わらず高い目標を設定し、それに対して

チャレンジしていったことが受賞につなが

りました。 

評価コメント：食品廃棄という課題に

対して、エコクッキングのレシピを開発し

YouTube を通じて配信するというひら

めきに満ちたアイディアを実施したことで

受賞。 

 

評価コメント：フェアトレード製品をストー

リー性を持たせて販売。フェアトレード認

証を知ってもらうだけではなく、実際に販

売することで、生産者の暮らしの向上にダ

イレクトに貢献したことで受賞しました。 

評価コメント：食材の生産から消費までを

含むアクションプランを実施し続けた。今でき

ることを一人ひとりが毎日積み重ねていくこと

が、よりよい未来につながる力となることに改

めて気づかせてくれたプランであったため授与

されました。 

「食品廃棄」の問題について 「フェアトレード」について 「食品廃棄」の問題について 

http://brand.lipton.jp/sustainability/workshop/

